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二・五％）などと比較してもＧＥＲの高い州であるこ がわかる。男子のＧＥＲは三六・五％、総就学者数は一八〇万人で、インド全体の七・四％を占めている。カレッジの教員一人あたりの学生数は、一五・一人である。　
タミルナドゥ州政府は、さまざ
まな教育支援プログラムを実施しているが、近年注目されているのが、無料ラップト スキー である。州政府の補助を受けているカレッジと高等学校の学生に無料でラップトップパソコンを 給する制度を二〇一一年から実施しており、これまでに三〇〇万台以上のパソコンが学生に支給された。州政府は過去五年間 六四 億ルピー（約一〇〇〇億円）以上をこのスキームに支出している。こうした教育支援制度もあり、過去五年間の高等教育進学率は、全国レベルでは八・六％の上昇だったところ、タミルナドゥ州は二六・八％の上昇を達成したと報道されている（参考文献③） 。　
インド各州の中でも、教育に関
して多くの公共投資 行ってきた南インドのタミルナドゥ州 、近年の「万人のため 教育」計画の実施以降、農村部でも私立校が


























示す通り、ＵＧ生の進路は六〇％が進学である。三〇％が就職し、一〇％が自営であるが主に家業の手伝いだという。ＰＧ修了 ほとんどがカレッジ等高等教育機関での教職を望んで る 二〇一八年までは政府の高等教育改革プログラムにより多くの の新
プログラミングの実習を受ける S女子大の学生たち
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履修科目よりも、仕事に役立つソフトスキルが求められているという。リーダーに必要 される感情知性（ＥＩ）を鍛えるために、より高い忍耐力、リ ダーシップスキル、英語でのコミュニケーション能力などが企業側から求められている。こうした傾向に対応し 、最終学年の学生にはソフトスキルのトレーニ グが与えられる。Ｎ氏が講師を務め こともあるが、外部から専門家を呼んで講習を行
V カレッジの就職担当官と学生たち
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拡大するなかで、若年層を受け入れる雇用と高まる教育熱から、多くの高等教育機関の卒業生が、よりよい仕事を求めて熾烈な競争に巻き込まれている。農村部カレッジの卒業生進路からみる、大都市の優良企業への就職も一部の学生には開かれているが、多くは安定的な教職につくことを目的にさらなる高等 育課程へ進学するか、地元企業へ就 していること 観
察された。特に、農村部からの学生でなるべく早く所得を得ることが期待されている場合は、自身の期待とは違っていても肉体労働や非組織部門の零細企業、家族が営む仕事の手伝いへと進んでいるようだ。 「タイムパス」 （参考文献⑤）と表現されるような高等教育機関を修了した若者たちの就職留保状態には、教育の質の問題もある。しかし、仕事といえば教職や公務員といった画一的な見方に支配されて、若者たちが現実的で視野広い仕事のビジョンを描けないままで年齢を重ねているこ が背景にあるのではないだろうか。特に農村部では、若者たちの勤勉さ習得してきた知識や意欲が、経済活動に生かされないもどかしさが感じられた。　
しかし、インド経済全体のなか
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